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平
成
十
七
年
第
四
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開

催
さ
れ
、次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
い
て

　
　
三
月
三
十
一
に
任
期
満
了
と
な

　
る
保
母
勝
壽
氏
（
弥
生
町
三
十
番

　
地
）
を
引
き
続
き
委
員
候
補
者
と

　
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。

▽
区
域
外
の
公
の
施
設
の
設
置
に
つ

　
い
て

　
　
境
川
改
修
工
事
に
伴
う
神
清
寺

　
橋
架
け
替
え
工
事
に
よ
る
取
付
け

　
道
路
を
、
一
部
岐
阜
市
境
川
地
内

　
へ
拡
幅
す
る
た
め
に
岐
阜
市
と
協

　
議
す
る
も
の

▽
笠
松
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

　
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
消
防
団
車
庫
の
統
合
、
効
率
的

　
な
出
動
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
た

　
こ
と
及
び
現
保
有
の
消
防
車
両
台

　
数
に
対
す
る
必
要
な
人
員
の
見
直

　
し
に
伴
う
規
定
整
備
で
、
消
防
団

　
員
の
定
数
を
削
減
（
一
三
〇
人
↓

　
一
二
〇
人
）
す
る
も
の
。

　
施
行
日
　
平
成
十
八
年
四
月
一
日

　
か
ら

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の

　
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織

　
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
　
右
の
二
議
案
は
、
養
老
郡
上
石

　
津
町
及
び
安
八
郡
墨
俣
町
が
、
平

　
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、
大
垣

　
市
に
編
入
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

　
う
も
の
。

▽
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　
　
笠
松
築
堤
工
事
に
伴
い
、
相
生

　
町
地
内
等
の
町
道
を
廃
止
す
る
も

　
の
。

▽
補
正
予
算

○
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

　
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強

　
化
す
る
こ
と
に
伴
う
委
託
料
並
び

　
に
工
事
請
負
費
の
増
額
、
財
政
安

　
定
化
支
援
事
業
の
確
定
な
ど
に
伴

　
う
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

　
金
の
増
額
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
費
の
増
加
に
伴
う
介
護
保
険
特
別

　
会
計
繰
出
金
の
増
額
並
び
に
平
成

　
十
八
年
度
か
ら
乳
幼
児
・
児
童
健

　
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
を
、
松

　
枝
保
育
所
で
開
設
す
る
こ
と
に
伴

　
う
改
修
工
事
請
負
費
な
ど
を
含
め

　
て
、
総
額
五
千
七
百
六
十
八
万
九

　
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

○
平
成
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計

　
　
医
療
費
の
増
加
に
伴
う
一
般
被

　
保
険
者
療
養
給
付
費
等
の
増
額
及

　
び
老
人
保
健
拠
出
金
の
確
定
に
伴

　
う
同
拠
出
金
の
増
額
の
ほ
か
、
歳

　
入
で
は
こ
れ
ら
に
伴
う
国
庫
支
出

　
金
、
繰
入
金
な
ど
、
総
額
六
千
九

　
百
九
十
一
万
円
を
増
額
補
正
す
る

　
も
の
。

○
平
成
十
七
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　
計

　
　
平
成
十
八
年
度
の
制
度
改
正
に

　
伴
い
、
現
行
の
介
護
保
険
シ
ス
テ

　
ム
を
改
修
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

　
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
購
入
費
等
の
増

　
額
及
び
居
宅
介
護
の
増
加
に
伴
う

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
の
ほ
か
、

　
歳
入
で
は
こ
れ
ら
に
伴
う
国
県
支

　
出
金
、
繰
入
金
な
ど
、
総
額
一
億

　
一
千
七
百
二
十
九
万
九
千
円
を
増

　
額
補
正
す
る
も
の
。

○
平
成
十
七
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計

　
　
前
年
度
の
消
費
税
確
定
に
伴
う

　
今
年
度
分
の
消
費
税
額
（
予
定
納

　
税
）
の
増
額
で
、
総
額
二
百
七
万

　
一
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

▽
決
算
認
定

○
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

○
平
成
十
六
年
度
老
人
保
健
特
別
会

　
計

○
平
成
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計

○
平
成
十
六
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　
計

○
平
成
十
六
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計

（
追
加
議
案
）

▽
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
に
つ
い
て

　
　
松
枝
小
学
校
渡
り
廊
下
及
び
下

　
羽
栗
小
学
校
屋
上
空
調
室
の
ア
ス

　
ベ
ス
ト
を
撤
去
す
る
こ
と
に
伴
い
、

　
工
事
請
負
費
な
ど
総
額
一
千
六
十

　
万
一
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

【
意
見
書
】

▽
「
進
行
性
化
骨
筋
炎
」
の
難
病
指

　
定
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

第
四
回

第
四
回 

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

第
四
回 

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

寄
　
　
附

来年度より各種団体への
補助制度が変わります

災
害
救
援
金
に

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
の
災

害
救
援
金
を
各
施
設
に
於
い
て
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
受
け
付
け

ま
し
た
。

【
救
援
金
総
額
】

　
十
三
万
四
千
七
百
四
十
二
円

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
岐
阜
県
支
部
を

通
じ
て
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
七
日
、
岐
阜
南

農
業
協
同
組
合
（
岐
南
町
八
剣
）

か
ら
社
会
体
育
事
業
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
八
〇
、

〇
〇
〇
円
（
農
業
祭
の
収
益
金
）

お
よ
び
匿
名
の
方
か
ら
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
現
金
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ

う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

　
　
　
笠
松
町
分
区

2



第
四
回 

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

来年度より各種団体への来年度より各種団体への
補助制度が変わります補助制度が変わります
来年度より各種団体への
補助制度が変わります

　
各
種
団
体
に
町
か
ら
交
付
す
る
補

助
金
が
、
公
募
に
よ
る
事
業
提
案
型

に
よ
る
補
助
制
度
に
来
年
度
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
、
団
体
が
主
体

的
に
行
う
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
つ
公
益
性
の
あ
る
事
業
に
対
し
、

事
業
経
費
の
一
部
を
町
が
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
団
体
活
動
を
活
発
化

さ
せ
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
補
助
金
支
出

の
透
明
性
、
公
平
性
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
を
受
け
よ
う
と
す

る
団
体
は
、
事
業
内
容
、
経
費
の
内

訳
、
実
施
予
定
日
な
ど
を
記
載
し
た

申
請
書
類
が
必
要
と
な
り
、
提
出
さ

れ
た
申
請
書
類
に
よ
る
町
の
審
査
を

実
施
し
た
後
に
補
助
金
額
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

・
笠
松
町
内
で
実
施
す
る
事
業

・
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業

・
団
体
が
主
体
的
に
実
施
す
る
事
業

・
営
利
、
政
治
、
宗
教
を
目
的
と
し

　
な
い
事
業

【
対
象
と
な
る
団
体
】

・
活
動
の
拠
点
が
町
内
に
あ
る
団
体

・
会
計
処
理
が
で
き
る
団
体

・
営
利
、
政
治
、
宗
教
を
目
的
と
し

　
な
い
団
体

【
補
助
で
き
な
い
経
費
例
】

　
会
員
の
福
利
厚
生
費
、
会
員
に
対

す
る
記
念
品
、
視
察
・
研
修
な
ど
の

費
用
、
飲
食
費
、
領
収
書
な
ど
に
よ

り
確
認
で
き
な
い
経
費
な
ど

　
詳
し
く
は
３
月
の
広
報
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応募から実施報告まで

①　申請書類の提出（３月31日まで）
　（団体の規約、事業の内容、事業に要する経費の内訳、予
　　算書などが必要となります。）
　　　↓
②　町の審査により、補助の採択・不採択、補助金額を決定
　　し、申請者へ結果を通知します。（４月30日まで）
　　　↓
③　補助採択を受けた団体は、補助金の申請を行います。
　　　↓
④　町から補助金の交付をします。
　　　↓
⑤　事業実施
　　　↓
⑥　補助事業が完了したら、町へ実施報告書類を提出します。
　　　↓
⑦　実施報告書類により、補助金の使われ方や事業実績など
　　を町が審査します。
　（補助対象経費の減少や補助対象外経費に使用された場合
　　は補助金の返還が生じます。）

窓　口

　町では、住民協働のまちづくりを推進するため、皆さんからのご意見、ご要望をお聴
きする「ふれあい意見箱」を町内の公共施設などに設置しています。町政やまちづくり
に対するご意見、ご要望、ご質問など、備え付けの意見カードに記入のうえ投函してく
ださい。皆さんからいただく貴重なご意見などは、さまざまな施策や事業の参考にさせ
ていただきます。
【ふれあい意見箱設置場所】
役場・北事務所・中央公民館・松枝公民館・総合会館・歴史民俗資料館・福祉健康セン
ター・福祉会館・各町立保育所・児童館・巡回町民バス内

【問合先】企画課
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平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
△ 6

△ 5

△ 4

△ 3

△ 2

△ 1

0

　町の財政は、依然として赤字財政が続いていますが、町民の皆さんに納めていただいた町税をはじめ地
方交付税、国や県からの負担金・補助金などで運営されています。これらの大切な財源は、「住んでいてよ
かった」、「住んでみたい」まちづくりの実現に向け、医療費の助成、道路整備などに使われました。

町債（11.7%）
7億1,390万円

地方交付税(17.5%）
10億7,450万円

歳入 61億2,022万円
地方消費税交付金
（3.7%）
2億2,659万円

県支出金（3.9%）

繰越金（4.1%）
2億5,038万円

2億3,883万円

繰入金（4.6%）
2億8,144万円

国庫支出金（3.8%）
2億2,994万円

町税（40.3%）
24億6,462万円

その他（10.4%）
6億4,002万円

歳出 58億5,436万円

3億1,081万円

消防費（6.0%）
3億5,007万円

公債費（9.5%）
5億5,770万円

教育費（9.9%）
5億7,806万円

衛生費（13.4%）
7億8,700万円

土木費（13.5%）
7億9,078万円

総務費（14.0%）
8億2,281万円

民生費（28.3%）
16億5,713万円その他（5.4%）

貯蓄の取崩・積立と前年度の繰越金がなかった
場合の１年間の収支を表しています。

単年度の収支状況（一般会計）

平成平成1616年度年度
決算状況を公表決算状況を公表

平成16年度
決算状況を公表

一　般　会　計
　歳入は、61億2,022万円で、前年度と比較して3億1,424万円、4.9パーセント減少しました。
　歳出は、58億5,436万円で、3億2,972万円、5.3パーセント減少しました。
　歳入の内訳では、繰入金や国庫支出金が減少しました。また歳出は、土木費や教育費が減少しました。

～依然として赤字財政が続いていますが平成15年度と比較して、赤字幅が減少～

△5億2千万円

△3億5千万円

△3億円

△4億5千万円
△4億3千万円

△1億円

億円

△8千8百万円

〔一般会計歳入歳出グラフ〕
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受給者１人当たり

（年間平均医療受給者数２,４２５人）

国民健康保険

１,３２３百万円合 計１１,１０８百万円合 計

　
財
政
用
語
の
説
明

　
文
中
お
よ
び
図
中
に
出
て
く
る
用
語

の
説
明

歳
入

町
税
　
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自

　
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る

　
税
金

地
方
交
付
税
　
町
の
財
政
事
情
に
応
じ

　
て
所
得
税
、
法
人
税
な
ど
国
の
税
金

　
の
中
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

繰
入
金
　
目
的
を
定
め
積
み
立
て
た
基

　
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ

　
る
お
金

繰
越
金
　
前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お

　
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
　
町
の
特
定

　
事
業
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
出
る

　
お
金

地
方
消
費
税
交
付
金
　
皆
さ
ん
の
納
め

　
ら
れ
た
消
費
税
の
中
か
ら
交
付
さ
れ

　
る
お
金

町
債
　
事
業
を
す
る
時
に
国
や
銀
行
な

　
ど
か
ら
借
り
る
お
金

そ
の
他
　
諸
証
明
の
手
数
料
、
施
設
の

　
使
用
料
な
ど
の
お
金

歳
出

民
生
費
　
乳
幼
児
、
お
年
寄
り
、
障
害

　
者
の
皆
さ
ん
の
福
祉
や
保
育
所
の
運

　
営
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

総
務
費
　
全
般
的
な
管
理
事
務
、
防
災

　
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

土
木
費
　
道
路
や
河
川
の
整
備
な
ど
に

　
使
わ
れ
る
お
金

衛
生
費
　
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
ご

　
み
、
し
尿
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お

　
金

教
育
費
　
学
校
教
育
、
社
会
教
育
な
ど

　
の
運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

公
債
費
　
国
や
銀
行
か
ら
の
借
入
金
の

　
返
済
に
使
わ
れ
る
お
金

消
防
費
　
火
災
や
水
害
へ
の
備
え
な
ど

　
に
使
わ
れ
る
お
金

そ
の
他
　
農
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど

　
に
使
わ
れ
る
お
金

29 787,524

0

5

10

15

20

25
億円 

国民健康保険 老人保健 下水道事業 介護保険 

歳入 
歳出 

22
億
５,
０
４
１
万
円 

20
億
８,
６
９
０
万
円 

20
億
２,
３
４
０
万
円 

19
億
８,
１
５
８
万
円 

10
億
１,
７

,
２

４
８
万
円 

10
億

６
５
万
円 

９
億
２,
０
８
７
万
円 

８
億
８,
８
２
７
万
円
 

〈医療給付費および医療費支給費〉

老人保健負担額（円）件数（件）区　分

医療給付費・医療費支給費

－１ 件 当 た り

受給者１人当たり

（年間平均医療受給者数２,４２５人）

老 人 保 健

国民健康保険

〈療養給付費および療養費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

療養給付費・療養費

－１ 件 当 た り

被保険者１人当たり

（年間平均被保険者数６,９０４人）

〈高額療養費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

高 額 療 養 費

－１ 件 当 た り

〈その他給付〉

支給額（円）件数（件）区　分

出 産 育 児 一 時 金

葬 祭 費

介 護 保 険

〈介護サービス費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

介 護 給 付 費

受給者１人当たり月平均

〈高額介護サービス費〉

保険者負担額（円）件数（件）区　分

高額介護サービス費

－１ 件 当 た り

基金の状況

平成１６年度末残高基金の種類

５２１百万円財政調整基金

２百万円減 債 基 金

８００百万円そ の 他

１,３２３百万円合 計

地方債現在高

平成１６年度末残高会 計 区 分

３,９７７百万円一 般 会 計

７,１３１百万円下水道事業
特 別 会 計

１１,１０８百万円合 計

　４つの特別会計の歳入総額は62億1,216万円で、
前年度と比較して1,593万4千円、2.5パーセント
減少しました。歳出総額は、59億5,940万円で、
2.8パーセント減少しました。89,491

1,323

  43

132

13.0

1,229,422,908

126,219,747

95,404

12,900,000

2,640,000

12,964

2

918,773,755

172,281

839

71,211

29

5,008,477

1,909,745,093

26,818

787,524

5,970

13,738

178,074

平成16年度
決算状況を公表

特　別　会　計
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笠
松
消
防
出
初
式
が
一
月
八
日
消

防
団
員
・
関
係
者
約
百
五
十
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
式
典
で

は
、
消
防
団
員
の
功
労
表
彰
や
来
賓

の
か
た
が
た
か
ら
、
日
ご
ろ
の
消
防

活
動
に
対
す
る
感
謝
や
激
励
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
本

町
通
り
か
ら
木
曽
川
河
畔
ま
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
広
江
町
長
の
観
閲

に
続
き
、
今
年
一
年
火
災
な
ど
の
災

害
の
な
い
町
へ
の
願
い
を
込
め
て
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
お
い
て
受
章
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
表
彰
伝
達
】

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰
　
　
（
敬
称
略
）

　
勤
続
功
労
章
…
小
池
直
人

　
功
労
章
…
道
家
　
修

　
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
…
堀
　
美

　
幸
、
原
　
純
子
、
加
藤
美
榮

▽
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
功
績
章
…
久
瀬
泰
司
、
渡
邉
弘
行

　
勤
労
章
（
十
五
年
）
…
渡
邉
弘
行

▽
岐
阜
地
域
振
興
局
長
表
彰

　
功
績
章
…
松
原
義
人
、
久
瀬
泰
司
、

　
大
野
世
志
臣

▽
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協

　
議
会
長
表
彰

　
感
謝
状
…
伏
屋
芳
子
、
大
橋
房
子
、

　
小
野
木
カ
ズ
子
、
小
野
木
冨
美
子

▽
笠
松
町
長
表
彰

　
特
別
功
労
章
…
苅
谷
智
安
、
小
池

　
直
人
、
道
家
　
修

　
功
労
章
…
加
藤
雅
己
、
福
井
伸
次
、

　
丹
下
晋
吾

▽
笠
松
町
消
防
団
長
表
彰

　
功
労
章
…
松
原
義
人
、
田
邊
大
輔
、

　
中
子
浩
二
、
田
島
良
平
、
山
田
喜

　
弘
、
石
田
輝
雄
、
杉
山
雅
郁
、
村

　
上
　
誠
、
葛
谷
郁
浩
、
児
玉
賢
太

　
郎
、
嶋
田
新
樹
、
加
藤
央
粛

　
功
績
章
…
松
原
繁
俊
、
津
田
進
治
、

　
山
田
哲
也
、
後
藤
和
史
、
堀
　
佳

　
裕
、
鵜
飼
洋
三
、
田
中
光
幸
、
柴

　
田
雅
孝
、
村
霖
一
夫
、
中
島
顕
正
、

　
小
池
哲
史

　
精
績
章
…
田
中
勝
也
、
大
下
城
二
、

　
田
中
良
典
、
山
下
孝
之
、
杉
山
和

　
隆
、
堀
　
寿
伸
、
中
村
浩
二
、
岩

　
井
康
哲
、
上
松
士
朗
、
加
藤
泰
教

　
勤
労
章
（
三
十
年
）
…
森
　
文
雄

　
勤
労
章
（
十
五
年
）
…
渡
邉
弘
行

　
勤
労
章
（
十
年
）
…
原
　
英
司
、

　
加
藤
雅
己
、
熊
澤
義
博

　
勤
労
章
（
五
年
）
…
田
邊
大
輔
、

　
中
子
浩
二
、
田
島
良
平
、
山
田
喜

　
弘
、
石
田
輝
雄
、
杉
山
雅
郁
、
村

　
上
　
誠
、
葛
谷
郁
浩
、
児
玉
賢
太

　
郎
、
嶋
田
新
樹
、
加
藤
央
粛
、
中

　
島
顕
正
　

災
害
の
な
い
町
へ
の
願
い
を
込
め
て

笠
松
消
防
出
初
式

▲堂 と々分列行進する団員の皆さん

　
「
新
成
人
の
集
い
」
が
一
月
八
日

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
二
百
五
十
九
人
が
お
と
な
の

仲
間
入
り
を
し
、
集
い
に
は
二
百
十

五
人
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

ド
ラ
ム
・
ギ
タ
ー
・
キ
ー
ボ
ー
ド
に

よ
る
ラ
イ
ブ
演
奏
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
、
続
い
て
中
学
校
時
代
の
思
い

出
の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
る
と
、

懐
か
し
い
映
像
に
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
式
典
や
恩
師
を
囲
ん
で

何
年
振
り
か
で
再
会
し
た
友
人
と
近

況
や
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
な
ど
、

希
望
に
満
ち
た
輝
き
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

▲恩師と一緒に記念撮影 ▲オープニングは新成人によるライブ演奏
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岐阜南税務署の確定申告会場

【問合先】税務課 蕁388-1112

所得税確定申告および町県民税の申告受付相談日（●印は相談日）
【受付時間】午前９時～午後５時（正午～午後１時を除く）

税 務 課 職 員曜
日日月

総合会館松枝公民館役　場

●木１６

２

●金１７

●月２０

●火２１

●水２２

●木２３

●金２４

●月２７

●火２８

税 務 署 員税務課職員曜
日日月 役場　第１会議室（２階）

（午前９時３０分～午後４時）役　場

●所得税●水１

３

●所得税●木２

●所得税●資産税●金３

●月６

●火７

●水８

●木９

●金１０

●月１３

●火１４

●水１５

２

2月16日から3月15日まで
平成17年分所得税の確定申告および平成18年度町県民税の申告相談が始まります。
例年、申告期限が近づくと窓口が大変混雑しますので、申告はできるだけ早めに済ませましょう。
なお、住宅借入金等特別控除および医療費等の還付申告書は２月16日（木）以前でも提出することが
できます。

会場・時間申　告　受　付・相　談　内　容曜日日月

笠松町役場
第１会議室（2階）

午前９時３０分～午後４時

所得税（事業所得など）、消費税水１

３

金３

木２

※今年、役場住民課前ロビーでの申告受付は２月27日（月）からです。24日以前は、役場税務課窓口では申告受
　付を行いませんのでご注意ください。
※土地建物や株式などの譲渡所得・贈与税の申告受付・相談は、３月３日（金）税務署員による出張申告受付相
　談をご利用いただくか、岐阜南税務署の確定申告会場（各務原市産業文化センター、マーサ21）をご利用くだ
　さい。

◇なお、確定申告期間中は、平日（月～金曜日）以外でも２月19日（日）・26日（日）の２日間に限り、マーサ
　21で確定申告の相談、申告書の受付を行います。
【開設時間】午前９時～午後５時
◇このほか、笠松町で出張申告受付相談を行いますので、ご利用ください。

（会場の混雑状況によって、受付を早めに終了する場合があります）

所得税（事業所得など）、消費税

所得税（事業所得、土地や株式など譲渡所得）・贈与税

◎税務署による出張申告受付相談日

※この期間中、税務署では申告相談は行いませんので注意してください。

会　　　　　場 開　設　期　間 開　設　時　間

各務原市産業文化センター
各務原市那加桜町2-186

マーサ21（岐阜北税務署と合同開設）
岐阜市正木1599-1

2月13日（月）～3月15日（水） 午前9時～午後5時

2月１日（水）～3月15日（水） 午前9時～午後5時
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スポーツ
レクリエーション

　町体育協会主催の「第28回新春ファミリーマラソン大会」が１月15日、笠松競馬場で開催されました。

　ふだん入ることのできない競馬場の走路をコースとして行われるこの大会は、今年10回目を迎え、県内外にも広く知れ渡

り、約800人の参加者がマラソンやジョギングを楽しみました。

　成績は次のとおりです。

（敬称略）

蜷小学６年生女子の部

優　勝　田島美佳（無動寺）

準優勝　浅野静香（円城寺）

３　位　榊原麻由（岐阜市）

蜷中学生男子の部

優　勝　藤井敬士（円城寺）

準優勝　成田大貴（一宮市）

３　位　稲葉啓太（各務原市）

蜷中学生女子の部

優　勝　高田亜紀（岐阜市）

準優勝　田島杏奈（無動寺）

蜷一般男子の部

優　勝　豊田栄二（大垣市）

準優勝　成田貴之（一宮市）

３　位　西尾達也（中津川市）

蜷一般女子の部

優　勝　成田小百合（一宮市）

準優勝　稲葉なつる（各務原市）

３　位　駒瀬裕紀美（田代）

蜷小学４年生以下男子の部

優　勝　豊田　岳（大垣市）

準優勝　葛谷拓巳（長池）

３　位　岩田裕斗（江川）

蜷小学４年生以下女子の部

優　勝　加藤美桜（岡崎市）

準優勝　成田美咲（一宮市）

３　位　丹山美殊（岡崎市）

蜷小学５年生男子の部

優　勝　大谷　崚（円城寺）

準優勝　加藤貴大（東陽町）

３　位　小川智之（各務原市）

蜷小学５年生女子の部

優　勝　永田梨帆（岐阜市）

準優勝　渡辺　爽（円城寺）

３　位　木部　栞（上新町）

蜷小学６年生男子の部

優　勝　坂井田尽（岐阜市）

準優勝　渕之上力（岐阜市）

３　位　丹山拓也（岡崎市）
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BOX 箱
情報情報

お
知
ら
せ

募
　
集

お
願
い

役 場

北 事 務 所
福 祉
健康センター
中央公民館
（町体育協会事務局）

歴史民俗資料館

蕁388-1111
蕭387-5816
蕁387-6266

蕁388-7171

蕁388-3231

蕁388-0161

松枝公民館

総 合 会 館

福 祉 会 館
町社会福祉
協 議 会

蕁387-0156

蕁387-8432

蕁387-1121

蕁387-5332

〈お問い合わせは〉

航 空 宇 宙 産 業 に 貢 献 する

羽島郡笠松町中野　蕁387-4361
株 式 会 社 　 光 製 作 所

廃　棄　物　の　こ　と　な　ら

TEL248－0089（代）　URL http://www.t-eisei.co.jp
高 島 衛 生 工 業（有）へ

休日診療のお知らせ 福祉健康課

◆在宅当番医一覧表
日 医　　師　　名 所　在 電　話

5

潭

12

19

26

5

潭

12

19

26

北田内科クリニック　 北田雅久

羽島クリニック　 小島洋二

小寺医院　 小寺三喜

沢田内科　 沢田英夫

杉山内科医院　 杉山豊久

岐南町下印食

笠松町門間

笠松町美笠通

岐南町上印食

笠松町奈良町

278-1030

387-6161

387-4504

247-5131

388-3600

　２月の休日当番医は次のとおりです。必ず保険証をご

持参ください。

　なお、当番医が急用などで変更する場合もありますので、

前もって役場で確認してください。

【歯科系】診療時間10時～16時

日 医　　師　　名 所　在 電　話

5

潭

12

19

26

さかえ歯科クリニック 千地栄作

高瀬歯科医院 高瀬市將

立松歯科医院 立松　充

名和歯科医院 名和政行規

西垣歯科クリニック　 西垣公順

岐南町伏屋

岐南町上印食

笠松町門間

笠松町下本町

笠松町北及

240-0644

240-5050

388-2078

387-2956

387-5900

※入院を必要とされるかたは、上記の二次的病院に入院でき
　ることになっています。
※○印は祝日
※在宅当番医制ホームページ
　http://www.hasimagun.gifu.med.or.jp/kyujitu.htm

【内科系】診療時間9時～16時

◆在宅当番医一覧表

◆二次的病院一覧表
病　　院　　名日 所　在 電　話

松波総合病院 笠松町田代 388-0111

※○印は祝日
※上記以外については、羽島郡救急医療情報センター（羽島
　郡広域連合消防本部内）へ照会してください。蕁388-3799

調理員および運転手を募集
学校給食センター

　町学校給食センターでは、パート調理員および運転

手を下記のとおり募集します。

【採用人員】パート調理員２名

　　　　　　パート運転手１名

【応募資格】健康で給食にかかわる仕事に意欲をお持

　ちのかたで、調理員については概ね40歳、運転手に

　ついては概ね60歳までのかた。

【勤務時間など】月曜日～金曜日の週５日

　臨時運転手

　午前８時30分～午後４時30分（７時間）

　臨時調理員

　午前８時30分～午後12時30分（４時間）

　午後１時30分～午後４時30分（３時間）

【休　　日】

　土・日・祝日・及び給食のない日（春休み、夏休み

　等）

【雇用期間】平成18年４月１日～平成19年３月31日

【申込期間】２月６日（月）～17日（金）

【申込先・問合先】笠松町長池227番地の2　

　笠松町学校給食センター　蕁387-5321　　　　　　

町自転車駐車場臨時職員を募集
環境経済課

【採用人員】受付事務職員１名

【勤務場所】町自転車駐車場管理事務所（奈良町地内）

【勤務時間および勤務日】

　午前８時30分～午後４時まで（月曜日～金曜日まで）

　月に10日程度

【雇用期間】平成18年４月１日～平成19年３月31日まで

　※雇用期間の延長有

【応募資格】昭和18年４月２日以降に生まれたかた

【申込期限】２月17日（金）

【申込方法】履歴書用紙に、必要事項を記入のうえ環

　　　　　　境経済課に提出してください。

【問 合 先】環境経済課　蕁388-1114
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「大名行列お奴」毛槍の振り手募集
環境経済課

【職　種】放課後児童クラブ指導員

【勤務場所】町内各小学校

【雇用期間】平成18年４月１日～平成19年３月31日

【勤務時間】午後１時～７時（月曜日～金曜日）

　午前８時30分～午後７時のうち８時間（土曜日）

【募集人員】若干名

【賃　金】時間給1,000円

【応募資格】教員免許もしくは保育士免許をお持ち

　　　　　　のかた

【応募方法】２月17日（金）までに履歴書を福祉健

　康課児童担当まで提出。書類審査を経て、後日面

　接試験により採用者を決定

【問合先】福祉健康課児童担当蕁388-7171

放課後児童クラブの指導員募集　
福祉健康課

　「大名行列お奴」毛槍の振り手として、笠松春まつ

りに参加していただける熱意のあるかたを募集します。

【募集年齢】高校生以上

【募集人員】20人程度

【募集期限】２月24日（金）

　※詳しくは、笠松大名行列お奴保存会事務局（役場

　　環境経済課内）蕁388-1114へおたずねください。

　（保存会の新会員を募集しています。）

広告を募集しています
消火器・火災警報・消火設備各種

　平成18・19年度に町が発注する「建設工事」、「測

量、建築設計などのコンサルタント業務」および「物

件の製造、売買など」の入札に参加を希望されるか

たは、下記のとおり書類を提出してください。

【受付期間および時間】２月１日（水）～28日（火）

　午前９時～午後４時

【受付場所】役場総務課

【提出書類】

　・建設工事、測量など…市町村統一様式

　　　　　　　　　　　　と町指定様式

　・物件…町指定様式

平成18・19年度入札参加資格
審査申請受付
　

総務課

BOX 箱
情報情報

お
知
ら
せ

募
　
集

お
願
い

役 場

北 事 務 所
福 祉
健康センター
中央公民館
（町体育協会事務局）

歴史民俗資料館

蕁388-1111
蕭387-5816
蕁387-6266

蕁388-7171

蕁388-3231

蕁388-0161

松枝公民館

総 合 会 館

福 祉 会 館
町社会福祉
協 議 会

蕁387-0156

蕁387-8432

蕁387-1121

蕁387-5332

〈お問い合わせは〉

心の健康相談 福祉健康課

　心の健康に関する相談に、精神科医が応じます。

お気軽にご相談ください。

【月　日】２月15日（水）

【時　間】午後２時～３時

【場　所】福祉健康センター

【相談員】精神科医師、岐阜地域保健所保健師

【申込期限】２月14日（火）

【申込先】福祉健康課蕁388-7171

健康診査申込（家族調査）福祉健康課
　町では、町民の皆さんに、健康で明るい生活を送
っていただけるよう、毎年定期的に、健康診査や各
種検診を実施しています。
　平成18年度も各種健（検）診の希望を取りまとめ
るため、事前に調査を実施します。後日町内会を通
じて健康診査申込書（家族調査票）を配布しますので、
記入上の注意をよく読み、ご記入ください。
【調査対象者】
　昭和63年４月１日以前に生まれたかた
【調査期間】
　３月１日（水）～10日（金）
【調査方法】
　町内会を通じて配布・回収

第３回木曽川シンポジウム中央公民館
　木曽川学研究協議会主催の第３回木曽川学シンポ
ジウムが開催されます。当日は、「堤防の植生と歴史」
をテーマに、岐阜県立森林文化アカデミー助教授柳
沢直先生の趣旨講演やパネルディスカッションなど
が行われます。是非ご参加ください。
【月　日】２月25日（土）
【時　間】午後１時～４時30分
【場　所】中央公民館大ホール
【問合先】各務原市文化創造部木曽川学研究所内　
　木曽川学研究協議会事務局蕁0583-83-1042
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放課後児童クラブ利用者の募集
福祉健康課

　町では、子育て支援事業の一環として保護者が就労
などにより昼間家庭にいない小学校低学年児童（１～
３年生）を対象に、放課後児童クラブを第一保育所内
で行っていますが、18年度からは各小学校内で実施し
ます。
【利 用 料】有料
【開設時間】放課後～午後７時（月曜日～金曜日）
　　　　　　午前８時30分～午後７時（土曜日）
【申 込 書】各小学校を通じて、２月上旬に配布しま
す。（ただし、新１年生については、新１年生の半日
入学時に配布します。）なお、開設日・利用料・対象
児童などについては申込書で確認してください。
※詳しくは、福祉健康課へお尋ねください。
蕁388-7171

【月　日】２月12日（日）
【時　間】午後１時30分開演
【場　所】岐阜市学園町3-42
　　　　　県民文化ホール未来会館「長良川ホール」
【出演者】円城寺芭蕉踊り保存会、佐羅早松神社大　
　　　　　神楽保存会（美濃市）、本巣市立根尾中　
　　　　　学校〈オカリナ演奏〉、半原子ども文楽（瑞
　　　　　浪市）
【入場料】無料
【問合先】県民ふれあい会館内
　（財）県教育文化財団　「知恵社会」人づくり担当
　蕁277-1139　FAX277-1140

第15回ジュニア文化祭開催　
（財）県教育文化財団

広告掲載料金を改定

体育施設
の

利用抽選会

運動場・テニスコート（3月分）
【月　日】2月25日（土）
【時　間】午後7時30分～
【場　所】中央公民館

愛犬のしつけ方教室 岐阜地域保健所

　近年のペットブームを背景に犬を飼育する家庭が年々
増加しています。その一方で、不適正な飼育やモラ
ルの欠如などが原因で発生する苦情はたいへん多く、
人の生命にかかわる重大な事故につながる例もあり
ます。
　こうしたことから、保健所では基本的な「犬のし
つけ方」などの普及を図るため、次のとおり「愛犬
のしつけ方教室」を開催します。犬を飼い始めたかた、
これから飼いたいとお考えのかた、しつけでお困り
のかた、是非ご参加ください。
【月　日】３月６日（月）
【時　間】午後２時～３時30分
【場　所】岐阜県健康科学センター・ハイビジョン
　　　　　シアター（各務原市那加不動丘1-1）
【定　員】先着100人
【申込期限】３月１日（水）
【申込先】岐阜地域保健所生活衛生課蕁058-380-3003
【参加費】無料
　＊犬を連れての入場は不可

わいわいフォーラムⅦ開催案内 町文化協会
　現在、全国的に古いものが見直され、大切にして
いこうとする動きがある中、笠松も今あるものを見
直し、地域の宝として活かしていき、そこから新し
い活性化の何かを生み出していくことを皆さんで考
えます。
　皆さんの参加をお待ちしています。
【月　日】２月18日（土）
【時　間】午後１時30分～３時30分
【場　所】笠松中央公民館 １階 集会室
【テーマ】古いものが新しいことを生み出す
            『見直そまいか！笠松』
【提言者】財団法人　奈良まちづくりセンター
　　　　　副理事長　黒田睦子氏
　　　　（奈良県大和郡山市在住）
コーディネーター：高橋恒美氏（笠松を語り継ぐ会会長）

～4月1日掲載分から～

笊広報かさまつ

掲載期間　1ヶ月間（巡回町民バス回数券は除く）
※各広告物（原稿）は、広告主での作成となります。

掲載箇所：情報BOX面の下段
掲載スペース（縦1.5cm×横8.5cm）
色：黒一色または黒ピンク二色

金額：5,000円／枠

笆町ホームページ
掲載バナー（縦60ピクセル×横120ピクセル）
掲載箇所：トップページおよびその他

金額：10,000円／枠（トップページ）
　　　  5,000円／枠（その他）

笳巡回町民バスリフト車両 一日11便運行

問合先　企画環境経済部　企画課　蕁388-1113

車　外：側面B3　 5,000円／枠
　　　　背面B3　 7,000円／枠
車　内：運転席後部B3　　 5,000円／枠
　　　　シートカバーA5　 3,000円／6席
その他：回数券裏面（縦4cm×横5cm）

 4,000円／30冊　

毎月1日発行　発行部数7,200　全戸配布

21万アクセス（H14年10月より）1ヶ月約7,000アクセス

11



内閣府青年国際交流事業に参加して
みませんか 県地域県民部青少年室

　内閣府では、将来を担う国際感覚豊かな青年を育成
するために、様々な国際交流事業を実施しています。
　現在、平成18年度の「国際青年育成交流」「日本・
中国青年親善交流」「日本・韓国青年親善交流」「世
界青年の船」「東南アジア青年の船」事業の参加青年
を募集しています。
【問合先】県地域県民部青少年室青少年グループ　
　蕁272-1111（内線2422）

如月シリーズ
 ５日（日） 高千穂特別
 ８日（水） 名古屋タイムズ杯　第第2292929 ンター争覇（イン回ウインタイインタイ P）
  アメジスト特別
  初花月特別
 ９日（木） 如月賞
  雪割草賞
 10日（金） こぶし特別
 11日（祝） 競馬エース杯　チャンピオンジョッキーシリーズ第ーズ第第ズ第333戦戦
  バレンタイン賞
梅花シリーズ
 19日（日） 白梅特別
 20日（月） トサミズキ特別
 21日（火） うぐいす特別     
 22日（水） 東海クラウン
  梅月特別　紅梅賞　梅見賞
 23日（木） 競馬エース杯　チャンピオンジョッキーシリーズ第4戦
  寒椿賞
 24日（金） 梅花特別

http://www.kasamatsu-keiba.com/u-katsu-su-ku-katsatsuuuus

ホームページにてレース映像配信実施中
NTTドコモ「FOMA」ライブ中継配信中

■通信制課程の学習とは
　月２～３回、日曜日に本校に登校して面接指導（授業）
を受け、普段は、自宅で学校指定のレポートに取り組み
学校へ期限を守って郵送し合格するまで添削を受けます。
年2回の定期テストに合格すれば単位を修得します。所
定の単位を修得し、特別活動にも一定時間出席した上
で卒業資格を得ます。最短３年間で卒業できるようにな
っています。
■受験資格は
　中学校を卒業ないしそれと同等の資格があれば、老
若男女、だれでも出願できます。（詳細はお問い合わせを）
■学費はどれくらいか
　入学時、教科書・学習書代も含めて、年額４万５千円
ほどを全納してもらいます。
■募集要項・入学願書の入手方法は
　２月１日より、学校説明会で配布し、また、郵送も受け付
けています。
■入学願書の郵送・出願期間・選抜検査等について
　２月１日・７日・26日（いずれも14:30～15:30）の学校説
明会に参加してください。（参加申し込みは電話で）本
校ホームページもご覧ください。
問合先
■本校の住所　500-8286　岐阜市西鶉6-69
　岐阜県立華陽フロンティア高等学校通信制課程
蕁275-7185　　FAX 275-7627　

木曽川沿川地域の“四季折々のみどころ”、“おすす
めモデルコース”や“お得な情報”満載のホームペー
ジはこちら。散策マップもダウンロードできます。
http://www.kisosansenkoen.go.jp/̃sanpasen

http://www.kisosansenkoen.go.jp/̃sanpasen/m
公開期日　平成18年3月末までの予定。
お問い合せ：木曽川上流河川事務所
　　　　河川公園課（担当：藤吉、木澤）
　　　　蕁251-1379

「走る県政バス」参加募集 県文化振興室

　県では「走る県政バス（世界のアニメが集合！国際メ
ルヘンアニメ映像祭）」に参加されるかたを募集します。
【月　日】平成18年３月18日（土）
【行き先】　飛騨・世界生活文化センター（高山市）
飛騨国際メルヘンアニメ映像祭2006（第４回メルヘンア
ニメコンテスト、国内外の名作アニメ上映）
ミュージアム温故知新（飛騨の生活文化等の展示施設）
【集合・解散場所】

【対象】県内に在住するかた200人（小・中学生は保護
　　　　者同伴）
【参加費用】無料（集合場所までの交通費、昼食代は自
　　　　　　己負担）
【申込】往復はがきに、住所、氏名、年令、性別・電話
　　　　番号、集合場所を明記し、県庁文化振興室
　　　（〒500-8570　岐阜市薮田南2-1-1）
　　　　※申し込み多数の場合は抽選
【申込期間】平成18年２月20日（月）必着
【問合先】県庁文化振興室　蕁272-1111　内線2452　　
　　　　　FAX 275-4870

圏域 集合・解散場所
岐阜県庁 午前8時00分

午前8時10分JR岐阜駅

集合時間 解散時間（予定）

午後6時30分岐阜
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2月の相談・ごみ・保健

保健（健診・予防接種・相談・教室など） 相　談

ご　み

生活習慣病予防週間

2月1日～7日

収　集　内　容 収　　　　集　　　　日

家庭用燃えるごみ

古紙類など

紙製容器包装

プラスチック製容器包装

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

8日（水）、22日（水）

各収集地区　毎週１回
※祝日は、収集しません。

資源とごみのカレンダーで確認し
てください。

内　　　容 日（曜日） 受付時間 場　　所

心 配 ご と 相 談

悩 み ご と 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

身体障害者相談

 1日（水）

15日（水）
13：00～15：00 福祉会館

担当地域民生委員の在宅相談

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町57　蕁387-3718

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町20　蕁387-0812
　保母勝壽　弥生町30　蕁387-2782
　後藤　稔　北及1183　蕁388-1495
　杉原貴子　中野256　  蕁388-1496

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町26　蕁387-2247
　早水春生　西宮町131　蕁388-0029
　河尻和男　北及1902　蕁387-5788
　堀場靖隆　円城寺929　蕁388-3791

内容

乳児健康診査・BCG予防接種

1歳6か月児健康診査・フッ化物塗布

3歳児健康診査・フッ化物塗布

お誕生教室

にこにこ教室

歯みがき教室

プレパマクラブ

育児相談・マタニティ相談

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

健　康　相　談

日（曜日）

28日（火）

9日（木）

16日（木）

21日（火）

16日（木）

10日（金）

23日（木）

23日（木）

8日（水）

10日（金）

14日（火）

23日（木）

2日（木）

7日（火）

8日（水）

10日（金）

15日（水）

22日（水）

6日（月）

10日（金）

14日（火）

27日（月）

受付時間

13:20～14:10

13:10～13:50

13:20～14:00

9:20～9:30 

13:00～14:30

13:00～13:10

10:00～11:30

13:00～14:30

13:30～14:30

13:00～14:30

10:00～11:30

13:30～15:30

10:00～11:30

13:30～15:30

10:00～11:30

13:30～14:30

13:00～14:30

13:30～14:30

場所

福祉健康センター

第一保育所

福祉健康センター

下羽栗会館

福祉健康センター

福祉会館

福祉健康センター

スポーツ交流館

総合会館

福祉会館

福祉健康センター

下羽栗会館

福祉会館

2月19日家庭の日
▼今月のテーマ
家族みんなで、寒さに負けない
体力づくりに努めましょう

岐阜県第7回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作作品

カン・ビン・ペットボトル

燃える大型ごみ

内臓脂肪 減らして防ぐ
生活習慣病
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材料（4人分）

　
油
絵
、
数
あ
る
絵
画
技
法
の
中
で
も
、

こ
の
魅
力
に
勝
る
も
の
は
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　
一
度
油
絵
を
描
き
始
め
る
と
、
誰

も
が
必
ず
そ
の
独
特
な
絵
肌
や
豊
か

な
色
彩
に
魅
せ
ら
れ
て
夢
中
に
な
り
、

常
に
新
し
い
発
見
と
感
動
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
出
来
る
と
て
も
身
近
で

手
軽
に
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　
初
心
者
で
も
講
師
の
丁
寧
な
個
別

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
か
た
、
一
緒
に
仲
間

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
活
動
日
】
第
４
土
曜
日
午
後
１
時

　
　
　
　
　 
　
分
〜

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
米
野
　
宮
崎
　
昇
宅
　

　
　
　
　
　
蕁
３
８
７
蝟

３
８
２
４

　油絵クラブ

白菜スープ

楽しく描きませんか

・白菜　　 300g

・たまねぎ　 　30g

・ベーコン　　 40g

・コンソメ　 8g

・塩　　 少々

・こしょう　　 少々

冬
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
白
菜
の

原
産
地
は
中
国
北
部
で
、
日
本
へ

は
明
治
の
初
め
頃
入
っ
て
き
ま
し

た
。
日
清
・
日
露
戦
争
を
契
機
に

栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
ま
で

は
日
本
の
野
菜
と
し
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
な
り
、
生
産
量

も
大
根
に
つ
い
で
３
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
作
り
方
）

①
　
た
ま
ね
ぎ
は
薄
切
り
、白
菜
は

　
1.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
に
切
る
。ベ

　
ー
コ
ン
も
細
か
く
切
る
。

②
　
な
べ
に
ベ
ー
コ
ン
を
入
れ
、か
ら

　
炒
り
し
、次
に
た
ま
ね
ぎ
を
炒
め

　
る
。

③
　
水
を
入
れ
沸
騰
し
た
ら
、白
菜

　
と
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
る
。

④
　
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
る
。

　今月のお休みは、2月28日（火）です。　
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　
　
油
や
ソ
ー
ス
の
容
器
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　
　
ル
で
す
が
、な
か
な
か
汚
れ
が
落
ち

な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。ど
う
す
れ
ば
い

い
で
す
か
。

　
　
油
や
ソ
ー
ス
の
容
器
等
汚
れ
が

　
　
落
ち
な
い
も
の
は
「
燃
え
る
ご

み
」
に
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
で
、
ビ
ン
は

「
ガ
レ
キ
」
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
は
「
燃
え
る
ご
み
」
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
白
色
ト
レ

イ
」
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
」
と
し
て
収
集
し
ま
す
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
百
円
ラ
イ
タ
ー
を
処
分
し
た
い

　
　
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
す
か
。

　
　
収
集
車
の
火
災
の
原
因
に
も
な

　
　
り
ま
す
の
で
、
百
円
ラ
イ
タ
ー

は
使
い
切
っ
て
か
ら
、
金
属
部
分
を

は
ず
し
て
、
「
燃
え
る
ご
み
」
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
問
合
先
】
　
環
境
経
済
課

このコーナーでは、日ごろ町民の皆さ
んから役場へ寄せられる質問・意見な
どを回答とともに紹介します。

QQ AA

図書室休室日のお知らせ
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笠松町道徳教育連絡会議

～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡二町教育委員会　　蕁245-1133教育電話相談

教育委員会
だより

学
び
続
け
る
す
ば
ら
し
さ

　
現
在
、
笠
松
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
大

き
な
行
事
と
し
て
、
春
と
秋
に
二
回

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
学
校
職
員
、
生
徒
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
も
と
笠
松
町
三
校
区
一
斉
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
の
本
来
の
目
的
と
し
て
、
収

益
を
教
育
環
境
の
整
備
に
充
て
る
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
自
主
性
を

培
う
こ
と
、
地
域
の
か
た
が
た
と
の

交
流
も
大
き
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
十
一
月
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
親

子
講
演
会
に
お
い
て
「
地
球
温
暖
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

親
子
一
緒
に
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
深
刻
な
環
境
変
化
の
問
題
、
ス

ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
一
枚
に
二
リ
ッ
ト

ル
以
上
の
石
油
が
使
わ
れ
る
こ
と
、

新
聞
と
雑
誌
の
分
別
の
重
要
性
、
カ

ン
・
ビ
ン
を
洗
浄
す
る
思
い
や
り
の

心
な
ど
有
意
義
な
お
話
を
伺
い
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
重
要
性
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
要
望
に
よ
り
今
年
度
夏
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
収
益
金
を
も
と

に
各
教
室
に
大
型
扇
風
機
を
二
台
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
の
子
ど
も
の
頃
に
比
べ
確
実
に
平

均
気
温
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
我
々
お
と
な
世
代
の
責
任
と
感
じ
、

子
ど
も
た
ち
に
は
よ
り
良
い
教
育
環

境
の
中
、
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
笠
中
の
生
徒
は
色
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
各
人
が
家
庭
、
地
域
身
辺
な

と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
広
が
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
笠
松
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
会
長
　
後
藤
　
高
美

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

日
本
の
そ
れ
と
の
大
き
な
ギ
ャ

ッ
プ
に
驚
き
を
隠
し
き
れ
な
い

そ
う
で
す
。
日
本
で
は
キ
ャ
ン

パ
ス
も
教
室
も
二
十
代
の
若
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
様
相

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
、
老
い
も
若
き

も
一
緒
に
な
っ
て
学
び
合
う
姿

が
見
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
壮
年
層
と
若
年
層
が
一
緒

に
学
び
合
う
こ
と
に
よ
り
、
若

年
層
へ
の
学
習
効
果
が
格
段
に

あ
が
る
と
い
う
研
究
結
果
も
得

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本

で
も
最
近
に
な
っ
て
、
『
社
会

人
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め

に
再
入
学
し
て
学
ぶ
姿
』
は
も

と
よ
り
、
『
生
涯
学
習
と
い
う

理
念
に
よ
り
壮
年
層
が
大
学
に

て
学
ぶ
姿
』
が
自
然
な
姿
と
し

て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
軈
学
び
軋
と
は
本
来
、

こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
軈
人
か
ら
の

学
び
軋
、
軈
本
か
ら
の
学
び
軋
、

軈
経
験
か
ら
の
学
び
軋
…
等
々
、

生
き
て
い
く
限
り
に
お
い
て
人

は
学
び
続
け
ま
す
。
そ
の
学
び

に
よ
り
人
は
成
長
を
続
け
て
い

く
の
で
す
。

　
楽
し
く
愉
快
に
学
び
な
が
ら

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
誰
も
が
そ
れ
を
享
受
し

た
い
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
学
び
に
は
身
に

付
い
た
後
の
喜
び
が
つ
い
て
く

る
か
わ
り
に
、
身
に
付
く
ま
で

の
苦
し
み
や
辛
さ
も
つ
い
て
ま

わ
り
ま
す
。
そ
こ
を
乗
り
越
え

る
べ
く
能
動
的
に
学
ぶ
姿
勢
こ

そ
が
自
分
を
高
め
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
高
め
、
社
会
全
体

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。

　
来
年
度
の
抱
負
と
し
て
、
「
読

書
　
冊
」
、
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
異
年
齢
集
団
活

動
へ
の
参
加
」
な
ど
、
大
き
な

決
意
を
抱
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
ひ
と
つ
大
き
な
声
で
周
り

に
公
言
し
て
み
て
は
。
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［問合先］
岐阜南社会保険事務所
蕁273-6161

羽島郡広域連合
 蕁388-1195

　
前
号
で
は
、
消
防
法
の
改
正
に
よ

り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。

◇
で
は
、
二
階
建
て
の
住
宅
の
場
合

警
報
器
を
ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
い

い
の
？

　
ま
ず
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
ご
と

に
一
個
取
り
付
け
ま
す
。

　
次
に
寝
室
が
二
階
に
あ
れ
ば
二
階

の
階
段
に
取
り
付
け
ま
す
。

◇
三
階
建
て
以
上
の
場
合
は
？

　
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
、
二
つ
下
の

階
の
階
段
の
最
上
部
に
取
り
付
け
ま

す
。

　
寝
室
が
一
階
だ
け
で
三
階
に
居
室

が
あ
れ
ば
、
三
階
の
階
段
に
取
り
付

け
ま
す
。

　
そ
の
他
、
警
報
器
を
取
り
付
け
る

必
要
が
な
か
っ
た
階
で
、
寝
室
以
外

の
居
室
（
床
面
積
七
㎡
以
上
・
四
畳

半
以
上
）
が
五
部
屋
以
上
あ
る
場
合

は
、
廊
下
に
取
り
付
け
ま
す
。

購
入
時
の
注
意
と
し
て
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
等
に
は
規
格
が
あ
り
、

こ
の
規
格
に
合
格
し
た
も
の
に
は
、

日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ

ー
ク
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、

鑑
定
マ
ー
ク
を
購
入
の
際
の
目

安
と
し
て
く
だ
さ
い
。
（
消
防

署
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
）

設
置
義
務
化
は
？

　
新
築
住
宅
は
、
平
成
十
八
年

六
月
一
日
か
ら

　
既
存
住
宅
は
、
平
成
二
十
三

年
六
月
一
日
か
ら
で
す
。

【
問
合
先
】

　
消
防
本
部
予
防
課

蕁
３
８
８
蝟
１
１
９
８

　厚生年金および国民年金の老齢年金受給者全員に対し、その１
年間の年金の支払総額、社会保険料の金額（介護保険料）、源泉徴
収税額および控除内容を記載した「公的年金等の源泉徴収票」が
交付されます。（社会保険業務センターより１月下旬に発送）
※障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票は送付されま
せん。

　年金のみの所得のかたは、原則として確定申告をする必要がありませんが、２以上の年金の支
払者に対して「扶養親族等申告書」を提出しているかたや、年金以外に給与などの所得があるか
たなどは確定申告をしなければなりません。
　また、確定申告が義務付けられていない場合でも、源泉徴収において控除を受けることができ
なかったために、源泉徴収税額を納めすぎとなっているときに、その税額の還付を受けるために
確定申告をすることができます。
このときの添付書類の一つとしてこの源泉徴収票が必要となります。

設置例（2階の場合）

日本消防検定協会の
鑑定マーク

Ｓ Ｓ

Ｓ階段

階段

居室

居室寝室

寝室

確定申告について

　「公的年金等の源泉徴収票」の再交付は、「ねんきんダイヤル（0570-07-1165）」または最
寄りの社会保険事務所の電話番号におかけいただくか、住所地を管轄とする社会保険事務所また
は岐阜年金相談センターで行いますので、早めに手続きをしてください。
※年金受給者本人、または配偶者の場合は電話による再交付のお申し込みができるようになりま
した。
　●平成17年中に亡くなられたかたの「公的年金等の源泉徴収票」は送付されませんので、再交
付の申請と同様に発行手続きをしてください。※電話による発行の申し込みにつきましては、未
支給請求者（死亡されたかたの未払いになっている年金を請求されたかた）からの申請であれば
受付いたします。
※平成17年中に亡くなられたかたの源泉徴収票の交付は１ヶ月程度かかります。

源泉徴収票の再交付
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歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

　
千
歯
扱
き
は
、
木
製
の
台
木
に

鉄
・
竹
・
木
の
穂
（
歯
と
も
言
う
）

を
櫛
状
に
並
べ
て
固
定
し
、
歯
と

歯
の
す
き
ま
に
稲
や
麦
を
差
し
込

ん
で
扱
く
脱
穀
用
具
で
す
。
ま
た
、

千
歯
・
稲
扱
・
万
歯
と
も
い
い
ま

す
。
台
木
は
赤
松
材
で
作
り
、
両

端
に
脚
を
差
し
込
む
角
穴
を
二
個

ず
つ
持
っ
て
い
ま
す
。
鉄
の
穂
は

一
七
〜
二
三
本
あ
り
、
一
〜
二
ミ

リ
程
度
の
間
隔
（
目
）
に
そ
ろ
え

て
固
定
し
て
あ
り
ま
す
。
脚
に
踏

板
を
渡
し
て
踏
み
、
穂
の
間
に
稲

穂
を
差
し
込
ん
で
手
前
に
強
く
引

っ
張
っ
て
籾
を
梳
き
落
し
ま
す
。

明
治
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
改
良

が
試
み
ら
れ
、
木
製
の
枠
に
千
歯

を
取
り
つ
け
、
四
方
か
ら
抜
け
る

よ
う
に
し
た
稲
扱
枡
や
扱
枠
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　
千
歯
扱
き
が
発
明
さ
れ
た
の
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
扱
き
箸
と

い
っ
て
、
二
本
の
竹
箸
で
穂
先
を

挟
ん
で
し
ご
い
て
籾
を
落
と
す
よ

う
な
、
非
常
に
能
率
の
悪
い
作
業

で
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
は
、
千

歯
扱
き
の
能
力
は
以
前
の
脱
穀
方
法

に
比
較
し
て
能
率
が
非
常
に
高
か
っ

た
で
す
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
能
率

の
よ
い
回
転
式
の
足
踏
脱
穀
機
が
普

及
し
は
じ
め
、
千
歯
扱
き
の
時
代
は

終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
種
籾
と
り
な
ど
に
は
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
足
踏
脱
穀
機
で
は
歯
、

穂
が
痛
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
足
踏
脱
穀
機
は
、
刈
り
取
っ
た
稲

や
麦
の
穂
を
扱
い
で
籾
に
す
る
脱
穀

機
の
一
種
で
、
足
踏
み
の
力
を
動
力

と
す
る
も
の
で
す
。
脱
穀
作
業
は
、

原
始
的
に
は
二
本
の
細
い
棒
を
立
て

て
、
そ
の
間
を
通
し
て
抜
き
と
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
何
本
も
こ
の
棒
を

並
べ
て
、
そ
の
間
を
通
し
て
抜
い
た

り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
足
踏
脱

穀
機
は
新
し
く
登
場
し
た
機
械
式
の

も
の
で
、
回
転
す
る
胴
に
銅
線
を
Ｖ

字
形
に
曲
げ
た
扱
き
歯
を
千
鳥
形
に

何
本
も
立
て
た
も
の
で
、
従
来
と
ま

っ
た
く
か
わ
っ
た
原
理
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
回
転
運
動
を
胴
に
与
え
る
た
め

に
足
踏
み
の
板
を
取
り
付
け
て
、
そ

の
板
の
往
復
運
動
板
を
取
り
付
け
て
、

そ
の
板
の
往
復
運
動
を
ク
ラ
ン
ク
を

介
し
て
回
転
運
動
に
し
、
そ
の
回
転

を
扱
き
胴
に
与
え
ま
す
。
扱
き
胴
の

回
転
数
が
毎
分
一
〇
〇
〜
一
五
〇
回
に
な

る
よ
う
に
足
踏
板
を
動
か
し
な
が
ら
、
両

手
で
持
っ
た
稲
や
麦
の
束
を
適
当
な
角
度

に
あ
て
て
穂
を
扱
く
の
で
す
。
足
踏
脱
穀

機
の
上
に
は
、
扱
い
だ
籾
が
飛
び
散
ら
か

ら
な
い
よ
う
に
筵
で
覆
い
を
か
け
ま
し
た
。

足
踏
脱
穀
機
は
、
従
来
の
千
歯
扱
き
に
よ

る
脱
穀
に
比
べ
著
し
く
作
業
能
率
が
良
か

っ
た
の
で
、
大
正
時
代
に
は
急
速
に
全
国

に
普
及
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
、
ほ

と
ん
ど
が
米
用
に
使
用
し
て
、
麦
扱
き
に

は
あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
米
の

収
穫
の
時
期
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
田

ん
ぼ
か
ら
脱
穀
機
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た

と
い
い
ま
す
。

　
資
料
館
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
千
歯
扱
き
・
足
踏

脱
穀
機
を
民
俗
資
料
と
し
て
保
存
し
て
い

ま
す
。

蕁
３
８
８
蝟
０
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
８
蝟
０
１
８
５

千
歯
扱
き
・
足
踏
脱
穀
機

 

せ
ん
ば
こ

せ
ん 

ば  

こ

あ
し
ふ
み
だ
っ
こ
く 

き

く
し

す

こ

こ

ま
ん 

が

む
し
ろ

お
お

す
き

　使わなくなったものを捨てる前に、もう一度修理したり、他の人に譲って使っ
てもらうなど、もう一度活かす道を考えて下さい。

・電気製品や家具、おもちゃなどは大事に使い、壊れたら修理して使う。
・繰り返し使えるリターナブル瓶の商品を買うようにする。
・詰め替え式のシャンプー容器は何度も繰り返し使う。
・古くなった洋服を作り直したり、雑巾に利用したりする。
・欲しい人に譲って、使ってもらう。

潭潭潭
1人一日100グラム
　　ごみ減量運動実施中

Reuse（リユース）しましょう

Reuse（リユース）「使えるものは、繰り返し使う」
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なまえは おなまえは

昭人くん（天王町）
きひと

・愛美さんの子 竹林賢誠・真耶さんの子
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竹林萌惠ちゃん（上本町）
たけばやし も　え

人　口　22,43922,4392,439人人人（増　５）（増　（増

　男　　　　　10,786,10,786860,1 7811 88610 60 7867860 人人人人人人人人人 １）（減　（減（減

　女女　　　　 311,65311,61 311,111 人人人人人人 ６）増　（増増増

世帯数数数世世 数世帯帯

　　　　7,81555世帯（増　６）帯帯世世世帯世帯

　
次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に
、
商

品
券
（
大
型
店
舗
を
除
い
て
町
内
に
あ
る

店
舗
で
使
用
可
能
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
　
笠
松
消
防
出
初
式
が
一
月
八
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
何
人
が
出
席
し
た
で
し

ょ
う
か
。

応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
問
の
答
え
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
２
月
末
日
ま
で
に
企
画
課
広
報

担
当
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
広

　
報
ク
イ
ズ
は
、
３
月
を
持
ち
ま
し
て
終

　
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　
 
回

当
選
者
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

金
森 

英
子
、
後
藤 

大
輝
、
小
野 

律
子

表
　
紙

　
「
新
成
人
の
集
い
」
で
の
オ
ー
プ
ン
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
新
成
人
の
手
で
演
出

さ
れ
、
な
ご
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
え
た
友
達
と
語
り
合
い
、

間
を
忘
れ
て
集
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

記
事

ペ

広
報
ク
イ
ズ

2月15日生
みずがめ座


